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【内容要旨】（1,200字以内） 
背景：わが国の施策「健康日本 21（第 2次）」の主要目的の１つは「健康寿命の
延伸」である。本邦において健康寿命を阻害する主要な要因の一つは認知症で

ある。したがって、健康寿命を延伸するためには、認知症対策は喫緊の課題で

ある。認知症の危険因子には種々の生活習慣や疾患があるが、そのうち予防可

能な危険因子として「歯牙の欠損」が報告されている。 
 
目的：地域在住高齢者を対象に天然歯の数と認知機能の関連を調査する。また、

歯科治療により得られた人工歯の数も調べ、人工歯の数が認知機能に影響を与

えるか否かも調査する。 
 
方法：2016 年から 2017 年にかけて、高畠町の高齢住民 210 人（男性 103 人、
女性 107 人；平均年齢 78.1±4.9 歳）を対象として、問診、生活歴調査、血液
生化学検査、神経学的診察、歯科検診、Mini-Mental State Examination
（MMSE）等を施行した。統計解析は統計ソフト R/EZRを用いて行い、p<0.05
を有意とした。 
 
結果：天然歯の数は、MMSE の得点と有意に関連していた。認知機能正常者
（MMSE の得点：27-30）の割合は、天然歯数の減少に伴ない、有意に減少し
た。MMSEの項目の中では、計算機能が有意に独立して天然歯数と関連してい
た。回帰分析では、MMSEの得点＝21＋0.3×（教育年数）＋0.1×（天然歯数）
の関係が推定された。 
天然歯数が 19歯以下の被験者について解析すると、総数（天然歯＋人工歯）

20歯以上の人は、総数 19歯以下の人と比較して、MMSEの得点は有意に高値
であった。 
 
結論：本研究において、以下の新知見を得た。 
地域在住高齢者において、 
➀ 天然歯の数は認知機能、特に計算能力と有意に関連していた。 
➁ MMSEの得点は、天然歯数と教育年数で推定できた。 
➂ 天然歯の数が少なくても、人工歯を使用している人の方が、そうでない人に
比べ、認知機能が有意に高かったことより、人工歯の使用が認知機能の保持に

関与している可能性が示唆された。	  
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